




マルグリット・デュラス (Marguerite Duras, 1914-1996) のテクストは
解説的な言葉が少なく，出来事や登場人物の関係性も不明瞭な形で語られ
ることが多い。とりわけアンヌ＝マリー・ストレッテルものといわれる
『ロル・Ｖ・シュタインの歓喜』(Le Ravissement de Lol V. Stein, 1964)，
『ラホールの副領事』(Le Vice-Consul, 1965)，『愛』(L’Amour, 1971) におい
てその傾向は顕著であるように思われる。彼女のこのようなエクリチュー
ルの特徴を，たとえば『マルグリット・デュラス』(Marguerite Duras,





















































































つの回答でもある。グザビエル・ゴーチエ (Xavière Gauthier) との対談
のなかで，デュラスは登場人物たちについてこう語っている。
外側からなら，死骸について語ることもできる，それが私にとっても




















アラン・レネ (Alain Resnais) の映画で著名な『二十四時間の情事』


































































































































































































































































1) Emmanuel Lévinas, Totalité et Infini, p. 211
2) Maurice Blanchot, L’ Entretien Infini, ch. III-XIV
3) Totalité et Infini, p. 43
4) Ibid, p. 185
5) Le Ravissement de Lol. V. Stein, p. 24
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